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◆�

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

◆�

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更

国
民
健
康
保
険
法
及
び
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
被
保
険
者
証

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
保

険
者
証
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す

る
ほ
か
、
文
言
が
整
理
さ
れ
ま
し

た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
四
号
・
五
号
）

令
和
六
年
度
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
八
千
八

百
十
四
万
六
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
六
十
七
億
四
千
八
十
五

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
お
も
な
も
の
は
、
歳
入

に
地
方
交
付
税
、
繰
越
金
の
追
加

な
ど
、
歳
出
に
財
政
調
整
基
金
積

立
金
、
病
院
事
業
会
計
操
出
金
、

北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

に
伴
う
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

の
追
加
な
ど
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
三
号
）

令
和
六
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九

千
八
百
六
十
四
万
九
千
円
が
追
加

さ
れ
、
予
算
総
額
十
億
三
千
二
百

六
十
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
三
号
）

収
益
的
収
入
に
五
百
十
三
万
円

が
追
加
さ
れ
、
収
益
的
支
出
に
五

百
四
万
五
千
円
が
追
加
さ
れ
、
収

益
的
収
入
予
算
総
額
七
億
五
千
五

百
五
十
万
七
千
円
、
収
益
的
支
出

予
算
総
額
七
億
六
千
百
六
万
七
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
支
出
に
十
二
万

三
千
円
が
追
加
さ
れ
、
資
本
的
支

出
予
算
総
額
三
千
八
百
八
十
万
五

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
町
議
会
定
例
会
に
あ
た

り
行
政
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

財財
政
関
係

は
じ
め
に
、
財
政
関
係
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
普
通
交
付
税
交
付
額

は
、
七
月
二
十
三
日
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

普
通
交
付
税
の
算
定
結
果
は
、

基
準
財
政
需
要
額
三
十
億
七
千
二

百
三
十
万
五
千
円
か
ら
基
準
財
政

収
入
額
七
億
五
千
二
百
六
十
九
万

五
千
円
、
調
整
額
二
百
十
一
万
八

千
円
を
控
除
し
た
二
十
三
億
一
千

七
百
四
十
九
万
二
千
円
が
交
付
額

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
千
六
百

二
十
七
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

２０２４・９・１０開会

第３回町議会定例会
令和６年第３回町議会定例会が、９月

10日に開かれ、20日に閉会しました。
この定例会では、木幡町長の行政報告

のあと、条例の一部改正など議案５件、
認定８件、承認１件等について審議しま
した。
おもな内容は、次のとおりです。

木幡町長の

＝令和６年９月10日＝

行 政 報 告
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防防
防
災
係

次
に
、
防
災
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
「
防
災
拠
点
の
設

置
及
び
災
害
時
相
互
支
援
体
制
構

築
」
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六

月
二
十
七
日
付
け
で
機
材
配
備
等

の
支
援
金
交
付
決
定
が
あ
り
、
八

月
五
日
に
役
場
で
決
定
書
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、
災
害
発
生

時
の
緊
急
対
応
・
避
難
所
運
営
に

必
要
な
防
災
倉
庫
の
整
備
、
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
や
ス
ラ
イ
ド
ダ
ン
プ
、

救
助
艇
な
ど
の
機
材
配
備
、
災
害

現
場
で
役
立
つ
実
践
的
な
研
修
な

ど
に
係
る
費
用
に
対
し
て
、
本
年

か
ら
三
年
間
で
総
額
六
千
四
百
万

円
を
上
限
に
助
成
を
受
け
る
と
と

も
に
、
周
辺
自
治
体
と
の
災
害
時

相
互
応
援
な
ど
の
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
で
整
備
す
る
長

万
部
町
Ｂ
＆
Ｇ
防
災
倉
庫
新
築
工

事
は
、
十
二
月
十
日
ま
で
の
工
期

で
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

東東
京
理
科
大
学
関
係

次
に
、
東
京
理
科
大
学
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
と
の
地
域
連
携
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

休
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
北
海

道
・
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部

再
編
も
踏
ま
え
、
本
年
度
よ
り

内
容
を
見
直
し
て
再
開
し
て
お

り
、
七
月
に
は
「
理
科
大
数
理
カ

フ
ェ
」
と
題
し
て
講
座
が
開
催
さ

れ
、
小
中
学
生
や
理
科
大
生
な
ど

約
三
十
名
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
講
座
は
定
期
的
に
実
施
す

る
ほ
か
、
今
後
は
年
齢
を
問
わ
ず

楽
し
め
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
な
ど
も
予
定
し
て
お
り
、
引

き
続
き
大
学
と
の
良
好
な
関
係
を

維
持
し
、
さ
ら
な
る
連
携
・
交
流

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。北北

海
道
新
幹
線
関
係

次
に
、
北
海
道
新
幹
線
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
の
新
幹
線
建
設
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
五
つ
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
施
工
中
で
、
八
月
一

日
現
在
に
お
い
て
、
内
浦
ト
ン
ネ

ル
の
静
狩
工
区
で
、
本
坑
五
千
五

百
七
十
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
四
千
五

百
十
三
メ
ー
ト
ル
が
掘
削
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
他
の
ト
ン
ネ
ル
は
掘

削
を
完
了
し
、
残
る
覆
工
な
ど
を

施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
上
部
の
明
か
り
区
間

の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
つ

の
工
区
で
高
架
橋
の
基
礎
を
施
工

中
で
、
中
ノ
沢
高
架
橋
で
は
高
架

橋
の
柱
ま
で
、
静
狩
路
盤
、
栄
原

高
架
橋
、
平
里
高
架
橋
で
は
、
高

架
橋
の
柱
と
桁
ま
で
施
工
が
進
ん

で
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

新新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月

末
を
も
っ
て
全
額
公
費
負
担
で
の

接
種
が
終
了
し
、
本
年
度
か
ら
一

部
負
担
が
あ
る
定
期
接
種
に
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
六
十

歳
か
ら
六
十
四
歳
で
重
い
基
礎
疾

患
が
あ
る
方
で
、
接
種
期
間
は
、

十
月
か
ら
令
和
七
年
三
月
ま
で
と

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
接
種
の
た

め
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
関
連

す
る
費
用
に
つ
い
て
の
補
正
予
算

を
本
定
例
会
に
提
案
い
た
し
て
お

り
ま
す
。農農

業
関
係

次
に
、
農
業
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

家
畜
の
飼
養
に
不
可
欠
な
飼
料

作
物
の
牧
草
は
、
八
月
十
五
日
現

在
の
生
育
状
況
調
査
で
は
、
二
番

牧
草
の
生
育
が
良
好
で
、
収
穫
作

業
は
平
年
よ
り
五
日
早
く
始
ま
り

ま
し
た
が
、
途
中
、
断
続
的
な
降

雨
に
よ
り
遅
れ
た
も
の
の
、
概
ね

平
年
並
み
で
収
穫
を
終
え
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と

う
も
ろ
こ
し
の
生
育
状
況
も
良
好

で
、
平
年
よ
り
五
日
か
ら
七
日
早

く
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

生
乳
の
一
月
か
ら
七
月
末
ま
で

の
出
荷
乳
量
は
四
千
九
百
四
十
ト

ン
、
乳
代
は
五
億
二
千
六
百
九
十

一
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
同

期
と
比
較
し
て
出
荷
量
は
四
百
十

ト
ン
の
減
少
、
乳
代
は
一
千
八
百

八
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

黒
毛
和
牛
の
一
月
か
ら
七
月
末

ま
で
の
販
売
頭
数
は
百
十
六
頭
、

販
売
金
額
は
六
千
七
百
二
十
五
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
同
期
と

比
較
し
て
販
売
頭
数
は
五
頭
の
減

少
、
販
売
金
額
は
五
百
九
十
五
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
五
年
か
ら
令
和
九

年
ま
で
の
五
年
間
で
実
施
さ
れ
る

「
道
営
草
地
整
備
事
業
」
は
、
昨

年
の
調
査
設
計
を
終
え
、
七
月
よ

り
牧
草
地
の
造
成
・
起
伏
修
正
に

加
え
暗
渠
排
水
工
事
等
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
町
内
の
畜
産
農
家
及
び

公
共
牧
場
十
戸
が
本
事
業
に
参
加

し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
約
百
二

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
基
盤
整
備
を
行

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

林林
業
関
係

次
に
、
林
業
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

町
有
林
一
般
造
林
事
業
の
下
刈

事
業
は
、
共
立
地
区
九
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
平
里
地
区
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
富
野
地
区
八
・
四
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
八
月
十
六
日
に
完
了
し

て
お
り
ま
す
。

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
と
の
分
収

28, 000 45, 000
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造
林
事
業
の
下
刈
事
業
は
、
豊
津

地
区
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
八
月
五

日
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

道
営
事
業
で
進
め
て
い
る
森
林

基
幹
道
豊
津
・
黒
岩
線
の
林
道
整

備
事
業
は
、
令
和
七
年
二
月
二
十

日
ま
で
の
工
期
で
施
工
中
で
あ
り

ま
す
。有有

害
鳥
獣
駆
除

対
策

次
に
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
ヒ
グ
マ
や
キ
ツ
ネ
、
エ

ゾ
シ
カ
な
ど
に
加
え
て
、
特
定
外

来
生
物
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
の
出

没
も
見
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
、
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
と
連
携

し
、
今
後
も
ヒ
グ
マ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
人
畜
及
び
農
林
業
等

へ
の
被
害
を
防
止
し
、
住
民
の
生

活
安
全
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

漁漁
業
関
係

次
に
、
漁
業
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

漁
業
関
係
全
体
の
一
月
か
ら
七

月
末
ま
で
の
水
揚
げ
実
績
は
約
二

十
五
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

同
期
と
比
較
し
て
約
二
十
五
億
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
ホ
タ
テ
貝
の
生
産

量
は
一
万
四
千
四
百
三
十
七
ト
ン
、

前
年
同
期
と
比
較
し
て
十
五
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
水
揚
げ
実
績
で
は
約
二
十

四
億
円
、
前
年
同
期
と
比
較
し
て

約
五
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
中
国

向
け
の
ホ
タ
テ
貝
の
輸
出
が
禁
止

さ
れ
、
単
価
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
に
お
け
る

地
場
採
苗
の
状
況
は
、
六
月
か
ら

投
入
し
た
採
苗
器
に
は
、
平
年
よ

り
少
な
い
で
す
が
ホ
タ
テ
貝
種
苗

が
付
着
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
付
着
し

た
ば
か
り
の
種
苗
は
、
最
も
弱
い

時
期
で
も
あ
り
、
慎
重
な
取
り
扱

い
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
各

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
生
育

動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北
海
道
が
事
業
主
体
と
な
り
、

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業

で
行
う
老
朽
化
し
た
長
万
部
漁
港

の
保
全
工
事
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
岸
壁
等
の
補
修
工
事
が
開

始
さ
れ
て
お
り
、
静
狩
漁
港
に
つ

き
ま
し
て
も
同
事
業
に
て
昨
年
度

に
引
き
続
き
東
防
砂
堤
延
伸
工
事

が
施
工
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

商商
工
観
光
関
係

次
に
、
商
工
観
光
関
係
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
お
し
ゃ

ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ
り
」
は
、
六

月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日
間

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

毛
が
に
の
価
格
高
騰
や
数
量
確

保
が
困
難
な
た
め
、
本
年
度
よ
り
、

冷
凍
毛
が
に
の
格
安
販
売
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
茹
で
た
て

毛
が
に
を
購
入
す
る
方
々
が
大
勢

お
り
、
長
い
行
列
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
続
く
な
ど
、
関
係
機
関
の

ご
尽
力
も
あ
り
、
十
分
な
数
量
を

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
両
日
と
も
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
町
内
の
方
は
も
と
よ
り
、

町
外
か
ら
も
大
勢
の
来
場
が
あ
り
、

過
去
最
高
と
な
る
約
三
万
三
千
人

の
来
場
数
と
な
り
、
毛
が
に
早
食

い
競
争
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

合
宿
誘
致
事
業
は
、
長
万
部
温

泉
利
用
協
同
組
合
が
積
極
的
に
誘

致
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
近

年
は
、
新
幹
線
工
事
関
係
者
が
不

在
の
時
期
に
受
け
入
れ
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
合
宿

を
希
望
す
る
団
体
と
の
日
程
調
整

が
つ
か
ず
、
七
月
、
八
月
の
夏
休

み
時
期
に
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

建建
設
関
係

次
に
、
建
設
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

建
築
事
業
で
は
、
町
営
住
宅
は

ま
な
す
第
二
団
地
非
常
灯
交
換
工

事
は
、
九
月
十
三
日
ま
で
の
工
期

で
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

来
年
度
実
施
を
予
定
し
て
い
る
住

棟
建
設
工
事
の
実
施
設
計
業
務
委

託
は
、
令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
の
工
期
で
実
施
中
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
各
公
共
施
設
や
町

営
住
宅
の
修
繕
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
計
画
的
に
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

土
木
事
業
で
は
、
湯
ノ
沢
橋
ほ

か
修
繕
設
計
業
務
委
託
は
、
十
二

月
二
十
七
日
ま
で
の
工
期
で
実
施

中
で
あ
り
、
美
酪
橋
修
繕
工
事
は

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
、

普
通
河
川
田
尻
川
護
岸
修
繕
工
事

は
令
和
七
年
三
月
十
四
日
ま
で
の

工
期
で
、
そ
れ
ぞ
れ
施
工
中
で
あ

り
ま
す
。

道
路
維
持
関
係
で
は
、
道
路
、

側
溝
等
の
維
持
補
修
等
に
つ
い
て
、

計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

公
園
事
業
で
は
、
ふ
れ
あ
い
公

園
ス
テ
ー
ジ
屋
根
撤
去
解
体
工
事

を
、
九
月
三
十
日
ま
で
の
工
期
で

施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

病病
院
事
業

次
に
、
病
院
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
開
設
し
て
い
た

発
熱
外
来
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六

月
末
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し

た
。今

後
も
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
新
興
感
染
症

の
発
生
動
向
に
は
十
分
注
意
を

払
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

消消
防
関
係

次
に
、
消
防
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

八
月
末
現
在
の
火
災
件
数
は
、

建
物
火
災
が
二
件
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

救
急
件
数
は
二
百
三
十
四
件
で
、

急
病
が
百
二
十
二
件
、
交
通
事
故

が
二
十
一
件
、
一
般
負
傷
が
二
十

件
、
そ
の
他
転
院
搬
送
な
ど
が
七

十
一
件
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る

搬
送
は
五
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

八
月
三
日
、
消
防
庁
舎
前
に
お

い
て
、
消
防
団
や
危
険
物
安
全
協

会
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推

進
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、「
お

し
ゃ
ま
ん
べ
消
防
フ
ェ
ス
２
０
２

４
」
を
開
催
し
、
大
人
か
ら
子
供

ま
で
百
五
十
四
名
の
方
々
が
来
場

さ
れ
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。


